
4

り
全
国
の
地
方
自
治
体
に
交
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
佐
渡
の
森
林
は
全
面
積
の
７
割
を

占
め
ま
す
が
、
そ
の
大
半
は
十
分
な
経
営

管
理
と
は
い
え
ず
、
今
後
こ
の
財
源
を
活

用
し
た
公
的
森
林
整
備
を
進
め
ま
す
。
特

に
、
防
災
対
策
の
観
点
か
ら
災
害
危
険
地

区
内
の
森
林
整
備
を
重
点
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
幹
線
道
路
沿
線
の
竹
林
等

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
景
観
保
持
に
も
努

め
ま
す
。

　

特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
社
会
維
持
推

進
交
付
金
制
度
は
、
令
和
２
年
度
も
引
き

続
き
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
政
策
や
雇
用
拡
充
に
力

点
を
置
き
、
一
次
産
業
等
を
含
め
た
地
場

産
業
の
雇
用
増
を
目
指
し
、
交
付
金
を
よ

り
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ー
ト
や
契
約
社
員
、
派
遣
労

働
者
な
ど
の
非
正
規
雇
用
労
働
者
を
正
規

雇
用
化
す
る
事
業
所
に
対
し
、
引
き
続
き

国
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
に
上
乗
せ

し
、
雇
用
と
所
得
の
確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。

災
害
に
強
い
島
づ
く
り

　

本
市
で
も
平
成
29
年
度
に
50
年
に
一
度

と
い
わ
れ
る
豪
雨
災
害
や
、
異
常
寒
波
に

よ
る
水
道
管
凍
結
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
６
月
に
は
、

山
形
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
も
発
生
す

る
な
ど
、
自
然
災
害
が
い
つ
、
ど
の
よ
う

な
形
で
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
、
市
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
に
は
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　

国
、
県
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
自
発
的

か
つ
的
確
な
避
難
行
動
を
と
れ
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
て
防
災
意
識

の
普
及
、
啓
発
に
努
め
ま
す
。

⑴
防
災
・
減
災
基
盤
の
整
備

　

県
の
新
た
な
津
波
浸
水
想
定
に
合
わ
せ

改
訂
し
た
地
域
防
災
マ
ッ
プ
を
昨
年
度
全

戸
に
配
布
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
危
険
箇
所
の
把
握
と
必
要
な
避
難
行

動
等
の
周
知
、
啓
発
を
図
り
ま
す
。
防
災

士
等
の
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
推

進
し
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
地
域
が
主
体
的
に
取
り
組

む
地
区
防
災
計
画
の
作
成
を
推
進
し
ま
す
。

⑵
消
防
・
救
急
体
制
の
整
備

　

糸
魚
川
大
火
を
踏
ま
え
、
市
内
44
カ
所

の
木
造
密
集
指
定
地
域
を
指
定
し
、
地
域

ご
と
の
活
動
計
画
を
策
定
済
で
す
が
、
よ

り
迅
速
か
つ
効
果
的
な
活
動
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
見
直
し
を
行
い
被
害
の
軽
減
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
の
機
動
力
強

化
を
図
る
た
め
、
消
防
車
両
、
資
機
材
等

の
環
境
整
備
を
進
め
、
消
防
署
と
消
防
団

が
連
携
し
た
訓
練
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
内
全
域
で
高
度
な
救
急
医
療
行
為
を

迅
速
か
つ
的
確
に
行
え
る
よ
う
、
救
急
救

命
士
の
養
成
や
救
急
隊
員
の
資
質
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
に
対
す
る
応
急

手
当
の
知
識
・
技
術
の
普
及
啓
発
を
図
り

ま
す
。

佐
渡
活
性
化
に
向
け
た 

地
域
づ
く
り

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
す
べ
て
の

世
代
が
元
気
に
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り

も
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
医
療
・

介
護
・
福
祉
と
子
育
て
・
教
育
の
連
携
に

よ
る
課
題
解
決
の
仕
組
み
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
子
育
て
環
境
の
充
実
に
向
け
て
、

「
佐
渡
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
の
環
境
整
備
」
「
子
育
て

世
代
へ
の
経
済
的
支
援
や
子
育
て
し
や
す

い
環
境
整
備
」
「
若
者
が
地
域
の
一
員
と

し
て
社
会
参
加
す
る
た
め
の
支
援
」
を
３

つ
の
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
移
住
・
定
住
に
関
す
る
受
入
態

勢
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
地
域
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

⑴�

安
心
し
て
暮
ら
せ
る�

生
活
環
境
の
整
備

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
と
し
て
、

地
域
福
祉
の
中
核
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
自
治
会
等
の
地
域
住
民
組
織
や
社
会

福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

介
護
や
障
が
い
福
祉
関
係
事
業
者
と
一
層

の
連
携
・
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
支
え
合

い
の
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
や
事
業
者
の
方
の
障
が
い

に
対
す
る
理
解
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

多
様
化
す
る
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
け
る
よ
う
、
相
談
支
援
の
充
実
と
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
営
介
護
施
設
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
歌
代
の
里
、
介
護
老
人
保

健
施
設
す
こ
や
か
両
津
の
民
間
移
行
を
含

め
た
施
設
運
営
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
、
歌
代
の
里
の
民
間
移
行
に
向

け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
将
来
に
渡
っ
て
住
み

慣
れ
た
環
境
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
従
事

者
の
確
保
と
持
続
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
の
構
築
に
向
け
設
立
さ
れ
た
佐
渡
地

域
医
療
・
介
護
・
福
祉
提
供
体
制
協
議
会

と
連
携
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
佐
渡
の

社
会
保
障
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
厚
生
連
病
院
を
基
幹
病
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